
2026年6月22日

　　　　　　　アルミ缶リサイクル協会

　2025年（令和7年）度における飲料用アルミ缶のリサイクル率の調査結果を次の通り報告致します。

１．調査方法

　（１）アルミ缶再生利用重量

Ｏ　当協会からアルミ缶再生利用業者（再生地金メーカー等）72事業所に、2025年4月1日～

　　2026年3月31日の再生地金や脱酸剤等への使用済みアルミ缶（輸入スクラップを除く）

　　の利用量に関する調査票を送付し、72事業所からの回答を得て、国内再生利用重量を

　　集計しました。

Ｏ　上記各事業所から得た回答から、スチール缶、水分、塗料等の異物を除いた正味アルミ

　　缶重量の割合（組成率）は、86.5％でした。

　（２）アルミ缶消費重量

Ｏ　アルミ缶が販売されてから再生利用されるまでおよそ3ヶ月かかるとみて、2025年1月1日

　　～12月31日の国産缶出荷缶数、輸入缶数および輸出缶数を、財務省並びに他機関の

　　調査報告及び統計資料等から把握しました。

Ｏ　上記で得られた缶数に、当協会が行なった調査及び統計資料から得られた１缶当りの重量

　　を掛けて算出しました。

２．調査結果

　（１）国内アルミ缶消費重量（①＋②－③） 296,292 トン ( 200.0億缶）

①国産アルミ缶出荷重量 295,552 トン ( 198.5億缶）

 (注）調査機関調べ。 国産アルミ缶平均重量　14.89g/缶

②輸入アルミ缶重量 6,508 トン ( 　5.1億缶)

（注）各統計資料により推定算出。輸入缶平均重量　12.76g/缶

③輸出アルミ缶重量 5,767 トン ( 　3.6億缶)

（注）各統計資料により推定算出。輸出缶平均重量　15.80g/缶

　（２）国内アルミ缶再生利用重量　： 216,237 トン ( 145.2億缶）

　（３）海外輸出重量（組成率86.5%を考慮)　 64,255 トン (  43.2億缶）

輸出されたUBC量は、財務省貿易統計より

UBC輸出量（2025年4月～2026年3月） 74,283 トン

　（４）再生利用重量（(2)国内再生利用重量＋(3)海外輸出重量）

     216,237トン＋64,255トン＝ 280,492 トン （ 188.4億缶）

2025年（令和7年）度
飲料用アルミ缶のリサイクル率（再生利用率）について
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３．アルミ缶のリサイクル率

　アルミ缶のリサイクル率の定義を「再生利用重量を国内消費重量で割ったもの」としています。

  再生利用重量（280,492トン）

国内消費重量　(296,292トン)

（参考）国内循環リサイクル率

国内で消費されたアルミ缶の内、国内で再生利用されたUBCの割合です。

国内再生利用重量（216,237トン）

国内消費重量　(296,292トン)

４．ＣＡＮ to ＣＡＮ率

CAN to CAN率は、国内で再生利用されたUBCの内、アルミ缶材に再生利用された割合です。

缶材向け重量（158,595トン）

国内再生利用重量（216,237トン）

（注）缶材向け重量は、缶材メーカーの調査データを使用しました。

（参考）消費されたアルミ缶がアルミ缶材に再生利用された割合は下記のとおりです。

缶材向け重量（158,595トン）

国内消費重量（296,292ﾄﾝ）

５．最近のアルミ缶リサイクルの推移（最近10年間）

　＝　94.7％　　＜2024年度　99.8％＞

　＝　73.0％　　＜2024年度　76.5％＞

　＝　73.3 ％　　＜2024年度　75.7％＞

　＝　53.5 ％　　＜2024年度　57.9％＞
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６．省エネルギー効果

　2025年度に国内で再生利用されたアルミ缶216,237トンは、ボーキサイトから新たに地金を

造る場合に比べて345億MJ のエネルギーの節約になります。

　これは電力量に換算しますと95.9億kWhとなり、全国世帯数（6,129万世帯）の概ね14日分の

使用電力量に相当します。

・計算根拠は以下の通りです。

①アルミ新地金１トンの生産に必要なエネルギー： 165.4 千MJ

②アルミ再生地金１トンの生産に必要なエネルギー： 5.69 千MJ

③１トン当りのエネルギー節約量（①－②）： 159.71 千MJ

④本年度のエネルギー節約量（③ × 216,237トン）： 345.4 億MJ

⑤電力量換算エネルギー節約量（④÷3.6MJ／kWh）： 95.9 億kWh 

⑥一世帯あたりの1ヶ月の平均電力消費量（2023年）: 326 kWh 

⑦全国世帯数： 6,129 万世帯

（注）１．MJ：国際度量衡会議の決定に基づきJ（ｼﾞｭｰﾙ）を使用しています。MJは百万ｼﾞｭｰﾙ。

　　従来の１cal（ｶﾛﾘｰ）は4.186Ｊ（ｼﾞｭｰﾙ）です。

２．地金精錬における電力量換算値は１kWh＝3.6MJの物理学上の単位換算値を使用しました。

３．一世帯当りの電力消費量は環境省「令和5年度家庭部門のCO2排出実態統計調査」を参照、

　　年間3,911kWhから月平均値を算出しました。

４．全国世帯数は、「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」（令和7年1月1日

　　現在）を参照しました。（総務省　報道資料　令和7年8月6日）

５．地金１トンの生産に必要なエネルギーは日本アルミニウム協会 LCA調査委員会の資料を参照

　　しました。
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７．二酸化炭素（CO2）排出量の抑制効果

　アルミ缶をリサイクルしてアルミニウムをつくる時の二酸化炭素（CO2）の排出量は

ボーキサイトから新しく地金を造る時に比べて約３％しか排出しません。

　2025年度は216,237トンのアルミ缶が国内で

再生利用されました。仮に新地金から製造したと

すると約227万トンものCO2排出を伴うことになります。

・計算根拠は以下の通りです。

①アルミ新地金1トンの生産で排出されるCO2量　　：10.8トン

②アルミ再生地金1トンの生産で排出されるCO2量  ： 0.3トン

③2025年度のアルミ缶リサイクル量（リサイクル率94.7％）での

　CO2の相当量（10.5×216,237トン）　　　　　　：約227万トン

（注）1．日本アルミニウム協会の「展伸材用スクラップ溶解のインベントリ分析報告書」を参照。

　本調査結果に関する責任はすべて当協会にあります。 以上

アルミ缶リサイクル

ア ル ミ 缶 リ サ イ ク ル 協 会

〒170-0005　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館6階

TEL　03-6228-7764     FAX　03-6228-7769

https://www.alumi-can.or.jp
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